
場 所  

国民会館 「武藤記念ホール」
(大阪市中央区大手前2-1-2

國民會館大阪城ビル12階）

11月23日

オンライン･会場

参加可

参加費 無料

公益財団法人オイスカ

TEL (03)3322-5161   

E-mail : gsm@oisca.org

お申し込み・お問い合わせ先
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｜地球環境を考えるトークイベント202３秋｜

主催：公益財団法人オイスカ 関西支部

この事業は、国土緑化推進機構 「緑と水の森林ファンド」の助成を受けて実施しています
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開場14：30 開始15:00～

（祝・木）

（オイスカ関西支部 30周年のつどい）

🄫LICUAN BAAY MDRRMC



「もはや地球温暖化ではなく、地球沸騰化の時代」と国連事務総長が世界に警鐘を
鳴らしました。2018年に気候変動の影響を最も受けた国は、1位日本、2位フィリピ
ンとの報告があります(※)。フィリピン北部は、100年以上前の日本のような見渡す限
りの「はげ山」が広がり、雨季は台風による洪水や風害、土砂崩れ、乾季は無数の
山火事や干害、地震も頻発する国内有数の貧困地帯です。この過酷な環境で、人々
の生活の質を少しでもあげようと努めてきた37年間の取り組みとこれからを多彩な
映像とともに語ります。（※Germanwatchの「Global Climate Risk Index 2020」より）

「災害のデパート」フィリピン北部での37年間の挑戦とこれから

プログラム概要（予定）

○15：00～ 講演「世界各国におけるオイスカ10ヵ年計画と、フィリピン北部への想い」

デルフィン・テソロ

フィリピン北部のアブラ州で生まれ育ち、1987年にオイスカ西日本研修センター

での1年間の農業研修の機会を得る。オイスカの考えに共感し、故郷でのアブラ

農林業研修センターの活動に従事し、1991年、所長に就任。アブラ州住民の生

活の質の向上を目指し、自然環境回復と青年層の自信を育むための機会の創

出に生涯をかける。日本への感謝の想いを常に語る。

（オイスカ アブラ農林業研修センター 所長）

清水 利春

フィリピン駐在歴17年。アブラ農

林業研修センター設立に尽力。

現在は主にアブラ州、イロコス州

出身の技能実習生を受け入れ、

青年育成に尽力。日本人でただ

一人のアブラ州名誉州民

（オイスカ関西研修センター 所長）

コメンテーター

コメンテーター

モデレーター

FAX送信先

お名前 所 属

部署名 お役職

ご住所 〒

メール
アドレス

電話番号

参加方法 □ 会場参加  □ オンライン参加

03-3324-7111 メールでお申込みの場合は、上記の内容をお送りください
宛先 ▶ gsm＠oisca.org

＊いただきました個人情報は、当法人からの各種案内の送付等に使用させていただきます。予めご了承の上、お申し込みください。
利用目的の詳細はホームページ（https://oisca.org/privacy-policy/）をご確認ください。

参加申込書 申込締切 １１月20日（月）←こちらのQRコードからもお申込みいただけます
https://ssl.form-mailer.jp/fms/efd6655c797774

▶ 参加方法

【会場参加】

【オンライン参加】

オンライン参加の方には、11月

22日までにメールでURLを送

らせていただきます。

国民会館 

「武藤記念ホール」
(大阪市中央区大手前2-1-2

國民會館大阪城ビル12階）

地下鉄天満橋駅下車

3番出口より徒歩３分

京阪電車天満橋駅

東出口より徒歩6分

永石 安明
（オイスカ専務理事、事務局長.）

| お申し込み・お問い合わせ先 |

▶ 日 時

11月23日 （祝･木）

▶ 参 加 費 無料

〒168-0063

東京都杉並区和泉2-17-5

TEL (03)3322-5161  

FAX(03)3324-7111

E-mail : gsm@oisca.org

公益財団法人オイスカ

啓発普及部

講 演

マリア・グラゼン・アセリット

フィリピン北部出身。フィリピン大学卒業後、オイスカ中部日本研修センター

で実施したJICA研修プログラム「環境保全型有機農業技術」コースに2007

年に参加。2008年からスタッフとして、主にフィリピン北部での緑化事業や

東日本大震災復興支援の「海岸林再生プロジェクト」に従事。趣味は、山歩

きやキャンプで自然の中に身を置くこと。

（オイスカ 啓発普及部）

｜地球環境を考えるトークイベント202３秋｜

○15：15～ トークセッション （使用言語：日本語）

<コメンテーター> デルフィン・テソロ、清水利春
<モデレーター>  マリア・グラゼン・アセリット

オイスカ専務理事 永石安明

バングラデシュ、ミャンマー、

フィリピンでの23年の駐在、海

外事業部長を経て現職。フィリ

ピンでは、プロジェクト企画立

案や中央政府、地方政府、国

際機関等との調整に従事

15:00～16:30
(開場14:30)
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